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紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
。

　

山
々
の
彩
り
鮮
や
か
な
錦
秋
を

満
喫
し
な
が
ら
、
各
地
の
行
楽
地

は
連
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、追
い
か
け
る
よ
う
に
初
冠
雪
・

冬
鳥
の
飛
来
便
り
も
聞
こ
え
、
い

よ
い
よ
初
冬
を
迎
え
る
昨
今
で
す
。

　

皆
様
に
は
秋
の
農
作
業
の
中
、

地
方
伝
来
の
秋
ま
つ
り
・
収
穫
祭

・
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の
行
事
が
続

き
、
多
忙
の
毎
日
か
と
察
し
ま
す
。

　

組
合
の
上
半
期
事
業
が
終
了
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
合
併
当
初
か

ら
の
施
設
合
理
化
計
画
の
ひ
と
つ

「
那
須
高
原
ク
ー
ラ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
新
設
の
大
綱
が
決
定
し
、

い
よ
い
よ
建
設
に
向
け
始
動
し
ま

す
。

　

昨
年
、
全
世
界
を
脅
か
し
た
新

型
肺
炎（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）が
、
今
冬
も

流
行
の
恐
れ
が
あ
る
と
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
健
康
管
理
に
は
留

意
し
ま
し
ょ
う
。
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組
合
事
業
は
、
九
月
末
日
を
経
て
上

半
期
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
足
早

に
経
過
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

生
乳
生
産
量
は
、
北
海
道
を
除
き
全

国
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
本
組

合
で
も
十
万
六
千
㌧
、
計
画
比
九
八
％

と
伸
び
悩
ん
で
お
り
ま
す
。
飼
養
頭
数

の
減
少
・
搾
乳
素
牛
の
高
騰
に
よ
る
導

入
の
停
滞
等
が
起
因
し
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
今
後
の
回
復
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
乳
質
は
皆
様
の
努

力
に
よ
り
、
乳
脂
肪
・
無
脂
乳
固
形
分

及
び
体
細
胞
数
と
も
に
前
年
よ
り
向
上

し
ま
し
た
。

　

加
工
率
は
、
六
月
ま
で
は
前
年
よ
り

減
少
し
つ
つ
推
移
し
ま
し
た
が
、
七
月

か
ら
は
、
天
候
不
順
に
よ
る
飲
用
乳
の

消
費
減
等
に
よ
り
、
前
年
を
大
き
く
上

回
り
、
上
期
全
体
で
は
五
・
七
五
％
と

前
年
同
期
を
〇
・
三
九
ポ
イ
ン
ト
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
乳
販
売
は
、
十
年
ぶ
り
の
異
常
天

候
の
影
響
を
う
け
、
販
売
が
思
う
よ
う

に
伸
び
ず
、
ま
た
低
価
格
競
争
に
も
遭

い
、
苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
売

上
げ
本
数
一
千
六
十
六
万
八
千
本
と
計

画
比
一
〇
四
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
昨
年
よ
り
の
値
締
め
（
卸
価

格
の
値
上
げ
）
を
継
続
し
、
販
売
物
量

か
ら
収
益
性
を
重
視
し
た
拡
売
に
努
め

て
来
ま
し
た
。
ま
た
、
六
月
よ
り
新
発

売
し
ま
し
た
「
那
須
だ
い
す
き
牛
乳
」

は
好
評
を
博
し
、
現
在
も
日
均
九
千
三

百
本
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

　

飼
料
供
給
量
は
、
飼
養
頭
数
の
減
少

・
生
乳
生
産
量
の
低
迷
が
影
響
し
、
濃

厚
飼
料
五
万
一
千
三
百
㌧
（
計
画
比
九

六
％
）、
粗
飼
料
二
万
六
千
五
百
㌧
（
計

画
比
一
〇
二
％
）
の
供
給
に
な
り
ま
し

た
。
特
に
、
指
導
購
買
を
基
本
に
Ｔ
Ｍ

Ｒ
飼
料
を
積
極
的
に
推
進
し
た
結
果
、

前
年
比
一
三
二
％
と
増
加
を
得
ま
し
た
。

　

指
導
事
業
は
、
各
戸
巡
回
を
通
じ
、

情
報
の
提
供
・
生
乳
の
増
産
を
誘
導
し

ま
し
た
が
、
初
妊
牛
の
高
騰
に
よ
り
思

う
よ
う
に
導
入
が
進
ま
ず
、
組
合
の
導

入
扱
い
頭
数
は
二
〇
一
頭
と
、
前
年
よ

り
三
十
四
頭
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　

組
織
活
動
は
、
支
所
活
動
協
議
会
を

中
心
に
、
地
域
酪
農
組
合
・
青
年
部
・

女
性
会
が
各
々
計
画
に
沿
っ
た
活
動
を

展
開
し
ま
し
た
。

　

ヘ
ル
パ
ー
事
業
は
、
利
用
組
合
員
の

要
望
に
呼
応
し
、
専
従
ヘ
ル
パ
ー
一
名

を
増
員
し
て
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
傷
病
時
に
備
え
た
互
助
会
制

度
を
利
用
さ
れ
た
方
は
十
七
戸
で
し
た

が
、
全
員
適
切
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

牧
場
事
業
は
、
計
画
を
上
回
る
預
託

牛
を
受
入
れ
し
、
強
靭
な
後
継
牛
づ
く

り
に
努
め
ま
し
た
。
九
月
に
は
、
預
託

者
よ
り
希
望
の
あ
っ
た
十
五
頭
に
受
精

卵
移
植
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
牧
場
運
営
に
つ
い
て

は
、
効
率
性
あ
る
運
営
を
め
ざ
し
「
牧

場
検
討
会
」
で
種
々
十
分
検
討
、
協
議

を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

資
本
造
成
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
皆

様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
よ
り
、
初
年

度
二
億
一
千
二
百
万
円
の
増
資
が
達
成

で
き
ま
し
た
。

　

施
設
合
理
化
の
検
討
に
つ
き
ま
し
て

は
、
各
支
所
ご
と
に
設
置
し
て
あ
り
ま

す
「
地
域
合
理
化
検
討
会
」
に
お
い
て

継
続
検
討
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

「
那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
」
の
新
設
が
決
定
し
、

十
七
年
度
稼
動
を
め
ざ
し
始
動
し
ま
す
。

　

県
南
支
所
の
統
廃
合
新
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
新
設
候
補
地
に
つ
い
て
検
討

し
て
お
り
ま
す
。
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市
乳
低
迷
・
生
乳
生
産
回
復
せ
ず　

　
　
　
　
組
合
事
業
は
上
期
を
経
過
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冷夏によりコメも十年ぶりの不作
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九
月
二
十
九
日
茨
城
県
の
食
肉
処
理

場
で
と
畜
さ
れ
た
、
ホ
ル
ス
乳
雄
二
十

三
ヶ
月
令
の
肥
育
牛
が
、
国
内
八
例
目

の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

感
染
牛
は
、
本
県
の
酪
農
家
で
出
生
し
、

市
場
を
通
し
て
県
内
の
肥
育
農
場
に
買

い
取
ら
れ
、
以
後
県
内
の
育
成
農
家
、

福
島
県
の
肥
育
農
家
で
飼
育
さ
れ
た
生

産
歴
の
あ
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
発
生
は
、
九
月
三
十
日
に
農

水
省
の
「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
疫
学
検
討
チ
ー
ム
」

よ
り
、
過
去
に
発
生
し
た
七
例
の
検
証

結
果
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
直
後
で
あ

り
、
関
係
者
に
大
き
な
衝
撃
が
走
り
ま

し
た
。
調
査
の
結
果
、
感
染
牛
は

①
ホ
ル
ス
乳
雄
の
肥
育
牛
で
あ
る

②
生
後
二
十
三
ヶ
月
の
若
令
牛
で
あ
る

③
肉
骨
粉
の
製
造
・
販
売
禁
止
以
降
に

生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る

等
の
状
況
下
で
発
症
し
た
も
の
で
あ
り
、

「
非
定
型
Ｂ
Ｓ
Ｅ
」
と
断
定
さ
れ
る
ま

で
に
は
、
ウ
エ
ス
タ
ン
ブ
ロ
ッ
ト
法
に
� ����������������������������������������������������������������������������

よ
る
検
査
結
果
で
異
常
プ
リ
オ
ン
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
糖
鎖
パ
タ
ー
ン
・

プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
耐
性
は
、
こ
れ
ま
で
確

認
さ
れ
た
感
染
牛
の
も
の
と
は
異
な
っ

て
お
り
、
病
理
組
織
学
的
検
査
及
び
免

疫
組
織
化
学
検
査
は
陰
性
で
あ
っ
た
こ

と
等
に
よ
り
認
定
が
遅
れ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
異
常
症
状
か
ら
、
厚
労
省

の
専
門
家
会
議
に
お
い
て
、
今
後
感
染

牛
の
伝
達
性
な
ど
生
物
化
学
的
性
状
を

確
認
す
る
た
め
に
、
実
験
動
物
へ
の
接

種
実
験
を
実
施
さ
れ
る
よ
う
で
す
の
で
、

発
生
原
因
・
発
生
経
路
が
判
明
す
る
に

は
、
か
な
り
の
期
間
を
要
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
発
生
に
当
た
り
、
組
合
で
は

感
染
牛
の
出
生
場
所
が
本
県
酪
農
家
と

の
情
報
を
う
け
、
直
ち
に
「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対

策
本
部
」
を
設
置
し
、
情
報
の
収
集
・

対
応
に
つ
い
て
協
議
を
行
な
っ
て
参
り

ま
し
た
。
組
合
独
自
の
「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
き
、
消
費
者
・
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組
合
運
営
の
効
率
化
・
ス
リ
ム
化
を

図
る
に
は
、
既
存
施
設
の
統
廃
合
を
含

め
た
総
合
整
備
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

組
合
で
は
、
合
併
経
営
計
画
書
に
も

折
り
込
ま
れ
て
い
る
、
中
・
長
期
的
展

望
に
立
ち
、
各
支
所
に
「
県
北
・
県
央

・
県
南
地
域
合
理
化
検
討
委
員
会
」
を

設
立
し
、
各
々
の
合
理
化
対
策
に
つ
い

て
検
討
、
協
議
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

　

既
に
地
元
組
合
員
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
得
て
、
五
軒
町
事
業
所
及
び
黒
羽

事
業
所
の
閉
所
、
県
南
Ｃ
Ｓ
の
廃
止
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
共
、
各
地
域
検
討
会
ご
と
に

合
理
化
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
来
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
「
新
那
須
高
原
ク
ー

ラ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
新
設
に
つ
い
て

の
協
議
が
大
き
く
前
進
し
、
理
事
会
に

お
い
て
建
設
に
向
け
た
基
本
計
画
の
大

綱
が
決
議
さ
れ
、
同
時
に
「
那
須
高
原

Ｃ
Ｓ
建
設
委
員
会
」
を
設
置
し
、
今
後

の
細
部
計
画
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
基
本
計
画
の
骨
子
は

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
名
称　

酪
農
と
ち
ぎ
那
須
高
原

ク
ー
ラ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

②
敷
地　

黒
磯
市
上
厚
崎
の
組
合

　
　
　
　

所
有
地
一
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

③
処
理
能
力　

日
量
三
八
五
ト
ン

④
受
送
施
設　

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式

⑤
附
帯
施
設　

那
須
高
原
支
所

⑥
稼
動　
　
　

平
成
十
七
年
を
目
標
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産
過
程
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
と
共

に
、
生
乳
生
産
量
全
国
第
二
位
を
保
有

す
る
本
県
酪
農
へ
の
理
解
・
知
識
を
高

め
て
頂
く
こ
と
を
目
的
に
、
県
内
各
地

よ
り
応
募
さ
れ
た
親
子
五
十
組
単
位
に

五
回
に
わ
た
っ
て
土
曜
日
に
催
さ
れ
、

す
で
に
四
回
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
達
は
、
自
然
豊
か
な
ふ
れ
あ

い
牧
場
で
仔
牛
と
の
ふ
れ
あ
い
・
搾
乳

体
験
・
バ
タ
ー
作
り
を
楽
し
ん
だ
後
、

組
合
の
市
乳
販
売
担
当
職
員
か
ら
牛
乳

に
つ
い
て
の
話
し
を
聞
き
、
質
問
し
な

が
ら
の
勉
強
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
室
内
施
設
で
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
に
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
色
づ
き

始
め
た
紅
葉
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

栃
木
明
治
牛
乳
及
び
栃
木
乳
業
で
は
、

牛
乳
の
製
造
工
程
の
説
明
を
う
け
た
後

工
場
内
を
見
学
し
ま
し
た
が
、
参
加
者

は
、
大
き
な
建
物
・
高
い
貯
乳
タ
ン
ク

・
製
造
ラ
イ
ン
か
ら
送
り
出
さ
れ
る
牛

乳
製
品
に 
驚  
嘆 
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

き
ょ
う 
た
ん

　

な
お
、
こ
の
体
験
ツ
ア
ー
に
参
加
さ

れ
た
方
々
か
ら
の
感
想
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

①　

牛
は
思
っ
た
よ
り
大
き
く
、
温
か

か
っ
た
。
毎
日
牛
乳
パ
ッ
ク（
一
㍑
）

三
十
本
も
出
る
の
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。

②　

牛
は
臭
い
も
の
と
思
い
こ
ん
で
い

ま
し
た
が
、
全
く
感
じ
ま
せ
ん
で
し

た
。
牛
の
愛
ら
し
さ
と
悲
し
み
が
交

錯
し
ま
す
が
、
牛
に
感
謝
し
ま
す
。

③　

工
場
が
予
想
以
上
に
衛
生
的
だ
っ

た
の
で
、今
後
も
安
心
し
て
頂
け
ま
す
。

④　

県
内
で
つ
く
ら
れ
た
牛
乳
を
県
民

が
皆
飲
ん
だ
な
ら
、
健
康
で
す
ば
ら

し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
回
の
体
験

を
通
じ
、
改
め
て
酪
農
に
つ
い
て
勉

強
で
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

⑤　

親
子
で
参
加
し
ま
し
た
が
、
子
供

達
に
分
か
り
や
す
く
配
慮
さ
れ
た
ツ

ア
ー
で
非
常
に
よ
か
っ
た
で
す
。
子

牛
と
の
ふ
れ
あ
い
・
乳
搾
り
体
験
が

で
き
、
牛
乳
の
で
き
る
工
程
が
わ
か

り
、
社
会
勉
強
に
も
有
意
義
な
一
日

で
し
た
。

取
引
先
・
マ
ス
コ
ミ
等
に
適
切
な
応
対

に
努
め
た
結
果
、
混
雑
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

ま
た
、
懸
念
さ
れ
た
牛
乳
・
牛
肉
へ

の
風
評
被
害
も
な
く
、
肥
育
素
牛
・
枝

肉
市
況
に
も
影
響
な
か
っ
た
こ
と
は
、

「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
全
頭
検
査
」
が
効
奏
し
、

消
費
者
に
安
全
・
安
心
が
認
識
さ
れ
た

こ
と
と
思
慮
し
ま
す
。

　

も
し
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
が
発
生
し
た
場
合

　

Ｂ
Ｓ
Ｅ
は
、
い
つ
・
ど
こ
で
発
生
す

る
の
か
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
万
一
Ｂ

Ｓ
Ｅ
が
発
生
し
ま
し
た
ら
、
ま
ず
組
合

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
で
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
、

①
対
策
本
部
の
設
置

②
現
地
対
策
班
の
配
置

③
消
費
者
・
取
引
先
・
マ
ス
コ
ミ
対
応

④
経
営
再
建
の
相
談
・
支
援

⑤
資
金
貸
付
の
特
例
減
免
措
置

⑥
見
舞
金
の
贈
呈

等
の
対
策
を
講
じ
、
生
産
農
家
の
フ
ォ

ロ
ー
を
優
先
に
努
め
ま
す
。
尚
、
発
生

農
家
へ
の
行
政
支
援
に
つ
き
ま
し
て
も
、

手
厚
い
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す

の
で
ご
安
心
下
さ
い
。

　

ま
た
、
本
年
七
月
に
疑
似
患
畜
の
範

囲
が
次
の
よ
う
に
縮
小
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

疑
似
患
畜
の
範
囲
（
改
正
後
）

①
患
畜
が
発
病
す
る
前
、
二
年
間
以
内

及
び
発
病
後
に
患
畜
か
ら
生
ま
れ
た

産
子

②
当
該
牛
が
一
才
に
な
る
ま
で
の
間
に
、

生
後
十
二
ヶ
月
以
内
の
患
畜
と
同
居

し
た
こ
と
が
あ
り
、
患
畜
と
同
じ
飼

料
を
給
与
さ
れ
た
牛
。
た
だ
し
、
飼

料
の
給
与
歴
に
つ
い
て
の
調
査
結
果

が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
患
畜
の
生

ま
れ
た
農
場
（
牛
群
）
に
お
い
て
、

患
畜
が
生
ま
れ
た
日
の
前
後
十
二
ヶ

月
間
の
間
に
生
ま
れ
た
牛
。

　

以
上
の
よ
う
な
改
正
に
な
り
、
今
回

の
疑
似
患
畜
牛
は
同
居
牛
群
三
十
二
頭

中
、
二
頭
の
み
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

�　

県
学
乳
供
給
事
業
推
進
協
議
会
主
催

に
よ
る
「
親
子
酪
農
・
乳
業
体
験
ツ
ア

ー
」
が
、
ふ
れ
あ
い
牧
場
を
起
点
に
栃

木
明
治
牛
乳
㈱
・
栃
木
乳
業
㈱
で
開
催

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
児
童
達
が
毎
日

学
校
で
飲
ん
で
い
る
給
食
用
牛
乳
の
生

親
子
酪
農
・
乳
業

      
体
験
ツ
ア
ー

 
ふ
れ
あ
い
牧
場
を

    　

起
点
に
開
催
中

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

牛乳ってあったか～い
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那
須
高
原
支
所

　

高
久
支
部
視
察
研
修

　

去
る
九
月
二
十
五
日
、
群
馬
県
前
橋
市

荒
子
町
の
養
豚
場
の
浄
化
処
理
施
設
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

家
畜
排
せ
つ
物
法
に
よ
る
糞
尿
処
理
施

設
整
備
の
猶
予
期
間
も
残
り
わ
ず
か
と
な

る
中
、
糞
尿
処
理
は
大
き
な
課
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
浄
化
処
理
施
設
の
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　

簡
単
に
視
察
先
の
養
豚
場
で
の
処
理
概

要
を
説
明
し
ま
す
と
、
一
年
前
に
ア
ー
ス

ラ
ブ
式
排
水
処
理
を
導
入
し
、
糞
尿
及
び

豚
舎
の
洗
い
水
を
処
理
（
六
ｔ
／
日
）
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
酪
農
の
規
模
に
置
き

換
え
る
と
、
成
牛
五
十
頭
及
び
パ
ー
ラ
ー

施
設
の
規
模
に
相
当
し
ま
す
。

　

処
理
工
程
に
お
い
て
は
通
常
の
汚
水
処

理
施
設
等
と
同
様
で
す
が
、
ア
ー
ス
ラ
ブ

式
排
水
処
理
施
設
は
従
来
の
微
生
物
資
材

を
使
用
し
た
分
解
処
理
で
は
な
く
、
ア
ー

ス
ラ
ブ
資
材
を
使
用
し
た
酵
素
分
解
処
理

で
す
。
生
体
触
媒
機
能
を
持
つ
ア
ー
ス
ラ

　

こ
の
体

験
館
ト
ラ

イ
ト
ラ
イ

ト
ラ
イ
は
、

酪
農
の
体

験
が
で
き
、

牛
乳
を

使
っ
た
料

理
作
り
や

キ
ャ
ン
プ

の
出
来
る
農
場
で
、
経
営
者
の
人
見
み
い

子
さ
ん
に
体
験
館
設
立
に
あ
た
り
、
自
然

と
の
一
体
感
、
自
然
が
与
え
て
く
れ
る
創

造
性
・
責
任
感
・
自
立
心
・
生
命
の
大
切

さ
や
経
営
理
念
な
ど
を
話
し
て
頂
き
ま
し

た
。
牛
舎
周
辺
は
手
入
れ
が
行
き
届
い
て

お
り
、
花
壇
の
草
花
も
咲
き
誇
っ
て
い
ま

し
た
。

　

昼
食
は
見
晴
ら
し
の
良
い
ホ
テ
ル
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
戴
き
な
が
ら
楽
し
い
一
時
を

過
ご
す
と
と
も
に
よ
り
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
て
良
い
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

栃
木
県
南
支
所

　

支
所
協
議
会
活
動
予
定

　

早
く
も
十
五
年
度
上
半
期
を
終
え
、
十

一
月
中
旬
に
は
、
恒
例
の
環
境
美
化
（
花

の
苗
配
布
）
を
皆
さ
ん
の
協
力
で
実
施
し

ブ
資
材
か
ら
誘
導
さ
れ
る
二
十
種
類
の
ア

ミ
ノ
酸（
内
八
種
類
は
必
須
ア
ミ
ノ
酸
）を

作
り
出
し
、酵
素
を
活
性
化
さ
せ
る
事
に
よ

り
有
機
物
を
完
全
に
消
滅
分
解
出
来
ま
す
。

　

そ
し
て
、
分
解
処
理
さ
れ
た
最
終
処
理

水
は
処
理
施
設
に
て
循
環
利
用
す
る
事
に

よ
り
悪
臭
の
発
生
も
抑
え
ら
れ
ま
す
。
処

理
水
を
牛
舎
内
に
散
布
す
れ
ば
異
臭
の
防

止
に
も
な
り
処
理
水
の
利
用
価
値
も
高
い

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

視
察
研
修
に
参
加
さ
れ
た
支
部
員
の

方
々
も
熱
心
に
視
察
し
、
質
問
等
も
多
数

飛
び
交
い
意
義
の
あ
る
視
察
研
修
で
し
た
。

　

宇
都
宮
支
所

　

女
性
会
塩
谷
支
部
視
察
研
修

　

去
る
九
月
十
六
日
、
女
性
会
塩
谷
支
部

は
支
部
長
の
田
中
克
予
さ
ん
を
始
め
総
勢

十
七
名
の

参
加
に
て
、

黒
磯
市
に

あ
る
『
体

験
館
ト
ラ

イ
ト
ラ
イ

ト
ラ
イ
』

で
視
察
研

修
を
致
し

ま
し
た
。

�

�

�

�
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ま
す
。
最
近
で
は
環
境
美
化
事
業
以
外
に
、

通
年
に
わ
た
り
牛
舎
の
周
り
に
季
節
に
応

じ
た
花
を
咲
か
せ
る
方
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
花
は
、
環
境
美
化
だ
け
で
は
な

く
、訪
れ
た
人
や
、毎
日
の
搾
乳
作
業
に
和

み
を
注
い
で
く
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　

次
に
、
今
後
の
活
動
予
定
を
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
ご
参
加
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

活
動
予
定

十
月
三
十
日

　

女
性
会
芳
賀
支
部
視
察
研
修

十
一
月
四
・
五
日

　

青
年
部
芳
賀
支
部
北
海
道
視
察

十
一
月
五
日

　

女
性
会
河
内
南
･
下
都
賀
支
部
視
察
研

修
十
一
月
七
日

　

青
年
部
河
内
南
部
･
下
都
賀
支
部

　

第
二
回
座
談
会
（
フ
リ
ー
ト
ー
ク
）

十
一
月
中
旬

　

環
境
美
化
・
花
の
苗
配
布

十
一
月
十
九
日

　

河
内
南
部
･
下
都
賀
地
域
酪
農
組
合
研

修
会

十
二
月
上
旬

　

青
年
部
河
内
南
部
･
下
都
賀
支
部
・
芳

賀
支
部
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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生
乳
販
売
部

　

八
月
に
な
っ
て
も
七
月
同
様
に
冷
夏
傾

向
が
続
い
た
こ
と
か
ら
乳
牛
の
コ
ン
デ

シ
ョ
ン
が
良
好
だ
っ
た
こ
と
に
よ
り
八
月

の
生
乳
生
産
量
は
全
国
ベ
ー
ス
で
六
十
七

万
六
九
六
ｔ
と
前
年
同
月
に
比
べ
七
千
百

四
十
ｔ
（
一
・
一
％
）
増
加
と
五
ヶ　
 

月
連

続
で
前
年
を
上
回
り
ま
し
た
。
北
海
道
が

二
・
四
％
増
と
引
き
続
き
好
調
だ
っ
た
こ

と
に
加
え
、
都
府
県
が
〇
・
一
％
減
の
微

減
に
留
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

一
方
、
用
途
別
販
売
実
績
を
み
る
と
冷

夏
の
た
め
、
飲
用
牛
乳
向
け
販
売
量
は
前

年
比
三
・
九
％
減
と
大
き
く
落
ち
込
み
ま

し
た
。
七
月
に
続
い
て
の
飲
用
向
け
牛
乳

の
落
ち
込
み
と
な
る
こ
と
か
ら
、
天
候
に

よ
る
も
の
な
の
か
、
そ
の
要
因
を
含
め
て

今
後
の
消
費
動
向
に
注
視
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

特
定
乳
製
品
向
け
に
つ
い
て
は
飲
用
需

要
の
減
少
、
生
産
の
増
加
に
よ
り
処
理
量

は
増
加
し
前
年
比
一
一
三
・
六
％
と
な
り

ま
し
た
。

　

組
合
の
生
産
量
は
、
都
府
県
の
生
産
が

比
較
的
堅
調
な
な
か
に
お
い
て
も
、
前
年

比
九
十
七
％
と
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

　

支
所
別
で
見
る
と
宇
都
宮
支
所
が
九
九

・
四
％
と
七
月
に
続
き
比
較
的
堅
調
と
な

り
ま
し
た
が
、
県
南
支
所
が
九
十
八
・
三

％
、
那
須
高
原
支
所
が
九
十
五
・
五
％
の

実
績
に
留
ま
っ
た
こ
と
か
ら
前
年
を
三
・

二
％
下
回
り
ま
し
た
。

　

乳
質
に
お
い
て
は
無
脂
固
形
分
率
が
前

年
を
〇
・
一
％
ア
ッ
プ
（
平
均
で
八
・
七

％
）
と
上
回
り
、
脂
肪
率
に
つ
い
て
は
〇

・
一
六
％
ア
ッ
プ
（
平
均
で
三
・
九
％
）

と
成
分
に
つ
い
て
は
良
好
な
成
績
と
な
り
、

細
胞
数
に
お
い
て
も
一
・
一
四
万
前
年
を

向
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

七
月
、
八
月
は
冷
夏
と
な
り
ま
し
た
が
、

九
月
に
入
り
中
旬
ま
で
残
暑
が
続
い
た
こ

と
か
ら
、
乳
牛
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
乳
量
、

乳
質
へ
影
響
し
て
く
る
こ
と
が
心
配
さ
れ

ま
す
の
で
、
飼
養
管
理
に
努
め
て
頂
き
乳

成
分
及
び
衛
生
的
乳
質
維
持
に
対
し
て
ご

努
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

八
月
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は
上
記
の

と
お
り
で
す
。

酪　

農　

部

　

乳
牛
飼
養
動
態
調
査
よ
り

　

九
月
一
日
現
在
の
乳
牛
飼
養
動
態
調
査

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

出
荷
者
は
期
中
七
一
八
戸
で
、
酪
農
中

止
者
が
二
一
戸
（
二
・
八
％
減
少
）
で
し

た
。
全
国
で
は
毎
年
三
〜
五
％
減
少
し
て

�
�
�
���

�　体細胞数の推移 �　無脂乳固形分率の推移

�　脂肪率の推移 �　乳量の推移
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養
管
理
改
善
を
図
り
生
産
性
の
向
上
に
努

め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔単位：頭，千円（税込）〕

551　
 以上

501　
 ～550

451　
 ～500

401　
 ～450

351　
 ～400

～350
平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

１０７３１０９５１８２４８０２５３１０月２日根 室

１４８１１３５８２３３１６４６３３６１１０月９日十 勝

５７０２０７７６１０２４７３３７０１０月１６日根 室

６０１２４１１７６８２９９４８７４０７１０月１６日豊 富

６５７９１５８２０１１４６５２４３１０月２２日釧 路

３８１６７１４７１０１２４５４８６４８２１０月２３日北 見

４３１３８１４０９１３０６４８５４４８１０月２４日十 勝

１７６７１０９４６５２７１５４５１４８７２,５６４合 計

－－－－－－４８５２,４２２前 月

－－－－－－４４３２,５１４前年同月

〔単位：円（税込）〕平成15年10月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

３２,０５６４２０６６,１５０－１５７ホルス雄

十
五
日

西
那
須
野

１０３,７３２３７,８００１６５,９００－５３Ｆ１雄

５３,８５４２５,２００１１３,４００－３８Ｆ１雌

２７,０００３,０００５１,０００５９４ホルス雄

十
七
日

館　

林
１３４,０９１７９,０００１７１,０００６６１１Ｆ１雄

９１,５４２２３,０００１０９,０００６９２４Ｆ１雌

� ���������

い
て
お
り
ま
す
。
安
定
し
た
生
産
基
盤
確

保
の
為
に
、
よ
り
一
層
育
成
牛
保
有
率
の

向
上
及
び
計
画
的
な
初
妊
牛
の
導
入
、
飼

お
り
、
後
継
者
不
足
等
が
要
因
と
し
て
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

飼
養
頭
数
は
三
九
、
〇
六
四
頭
と
前
年

よ
り
八
五
八
頭
減
少
し
ま
し
た
。
一
戸
当

り
の
飼
養
頭
数
は
五
四
・
四
頭
（
〇
・
四

頭
増
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

内
訳
を
見
ま
す
と
、
経
産
牛
が
一
、
一

四
八
頭
（
四
・
一
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
酪
農
中
止
よ
る
減
少
と
前
年
度

よ
り
滞
留
し
て
い
た
廃
用
牛
が
出
荷
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
初
妊
牛
高
騰
等
に
よ
り
、

更
新
が
進
ま
な
い
事
が
要
因
と
推
察
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
育
成
牛
（
初
妊

牛
含
む
）
が
二
九
〇
頭
増
加
し
、
育
成
牛

保
有
率
が
三
〇
％
と
向
上
し
て
い
ま
す
。

後
継
牛
を
自
家
育
成
に
よ
り
確
保
す
る
傾

向
に
あ
る
為
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も
、

公
共
牧
場
へ
の
預
託
等
を
活
用
し
て
後
継

牛
確
保
に
努
め
て
下
さ
い
。

　

分
娩
予
定
頭
数
に
つ
い
て
は
、
経
産
牛

の
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
年
と
ほ
ぼ

同
じ
頭
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

前
年
の
残
暑
の
影
響
に
よ
り
授
精
・
受
胎

が
遅
れ
、
分
娩
が
秋
以
降
に
ず
れ
込
ん
だ

為
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
生
乳
生
産
は
、
経
産
牛
の
減

少
等
が
影
響
し
四
〜
八
月
累
計
で
、
九
八

・
〇
％
と
前
年
実
績
を
下
回
る
傾
向
が
続

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

家 畜 市 場 成 績10月ホクレン初妊牛市場成績

　　　　　　　　乳 牛 飼 養 動 態 調 査 表　 平成15年９月１日現在　

１戸平均
飼養頭数

飼　　　養　　　頭　　　数
出荷
者数

調　査
年　月支 所 別

合　計外　部
預託牛

育 成 牛
未種付牛

成　　　　　　　牛
小　計初　妊乾　乳搾　乳

55.123,4761,1594,40617,9112,2102,20713,494426H15.09
那須高原支所 55.424,1071,1404,41818,5492,0602,29214,197435H14.09

－0.3－63119－12－638150－85－703－9増　減
51.86,9443731,4155,1567036883,765134H15.09

宇 都 宮支所 50.97,0784181,3365,3246477793,898139H14.09
0.9－134－4579－16856－91－133－5増　減
54.78,6442901,0997,2555898705,796158H15.09

栃木県南支所 53.08,7373181,0257,3945929175,885165H14.09
1.8－93－2874－139－3－47－89－7増　減
54.439,0641,8226,92030,3223,5023,76523,055718H15.09

合　　計 54.039,9221,8766,77931,2673,2993,98823,980739H14.09
0.4－858－54141－945203－223－925－21増　減

� ���������

更新率と初産分娩月齢をもとにした50頭の牛群サイズを維持する為に必要な育成牛頭数

（搾乳牛年間更新率％×頭数×２）×（平均初産月齢／24）×1.1（１＋育成牛死亡率・淘汰率）�
�

�
�

�����������������������������������
�����������������������������������

　一定に牛群サイズを維持する為には、初産分娩月齢が遅れ
るとより多くの育成牛を持たなくてはなりません。
　例えば、更新率30％の牛群で初産分娩月齢が24ヶ月の場
合、育成牛の必要頭数は33頭ですが、28ヶ月になると39頭
保有しなければ、50頭の牛群を維持できなくなります。
　これは、育成牛の飼料代・労力の面からも大きな負担にな
ります。
　後継牛は計画的に育て、経産牛を含めて経営全体で考える
事が望まれます。
　経産牛頭数維持に必要な育成牛保有頭数の計算式を示しま
すので、参考にして下さい。

141312111010

更　

新　

率
（
％
）

282624222020

413936333030

555148444040

696460555050

3028262422

初産分娩月齢（月）

（頭）
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土
づ
く
り
講
演
会
開
催

主
催　

栃
木
県
堆
肥
利
用
促
進
協
議
会

日
時　

十
一
月
二
十
七
日�

　
　
　

午
後
一
時
〜
三
時
三
十
分

場
所　

宇
都
宮　

ア
ピ
ア
別
館

講
演　

「
耕
畜
連
携
！　

家
畜
糞
堆
肥

に
よ
る
土
づ
く
り
」

講
師　

神
奈
川
県
農
業
総
合
研
究
所

　
　
　

藤
原　

俊
六
郎
氏

　

参
加
希
望
者
は
、
支
所

九
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

九
月
分
生
産
者
支
払
暫
定
乳
価

に
つ
い
て

　

�三
 
　

乳
牛
飼
養
動
態
調
査
報
告
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
建
設
に
つ
い
て

　

�二
 
　

八
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�三
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

� �

�
�

�
�

� �

� �

�
�
�
�
�
�

事
業
所
へ
お
申
込
み
下
さ

い
。

　

�四
 
　

オ
ー
ト
サ
ン
プ
ラ
ー
設
置
に
つ
い
て

臨
時
理
事
会

協
議
事
項

　

�一
 
　

Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
に
つ
い
て

　

�二
 
　

伝
染
病
等
発
生
時
の
見
舞
金
贈

呈
に
つ
い
て

　

�三
 
　

選
挙
対
応
に
つ
い
て

　

�四
 
　

那
須
高
原
支
所
新
設
の
設
計
に
つ
い

て

議
に
お
い
て
判
断
さ
れ
、
厚
生
労
働
省

よ
り
発
表
さ
れ
た
。

　

今
回
の
事
例
は
、
前
七
例
に
比
較
し

て
異
な
る
点
が
多
く
『
非
定
型
的
な
Ｂ

Ｓ
Ｅ
』
と
表
現
さ
れ
た
。
い
わ
ば
、
疑

問
点
が
多
く
今
後
の
究
明
に 
委 
ね
る
こ

ゆ
だ

と
と
な
る
。

　

ま
た
農
水
省
は
こ
れ
を
患
畜
と
判
定

す
る
と
と
も
に
、
①
伝
達
性
や
病
原
性

等
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
動
物
接
種
試

験
等
が
必
要　

②
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

想
定
す
る
と
と
も
に
肉
用
牛
で
あ
る
こ

と
か
ら
給
与
飼
料（
乳
用
牛
と
の
違
い
）

の
徹
底
調
査　

③
今
後
の
防
疫
の
あ
り

か
た
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る

と
の
見
解
で
結
論
付
け
る
ま
で
に
は
ま

だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

　

一
方
、
消
費
者
は
い
た
っ
て
冷
静
に

こ
の
問
題
を 
捉 
え
て
お
り
、
風
評
被
害

と
ら

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
起
こ
ら
な

か
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
点
も
農
水
省
は

全
頭
検
査
に
よ
る
チ
エ
ッ
ク
機
能
が
効

を
奏
し
、
検
査
に
合
格
し
た
物
し
か
出

回
ら
な
い
こ
と
が
消
費
者
の
あ
い
だ
に

理
解
さ
れ
、
安
心
感
が
行
き
渡
っ
て
い

る 
証 
と
み
て
い
る
。

あ
か
し

◇　
　

◇　
　

◇

　

日
一
日
と
深
ま
り
ゆ
く
秋
の
山
々
の

情
景
を
楽
し
む
た
め
休
日
の
早
朝
に
出

か
け
て
み
た
。
那
須
・
日
光
・
塩
原
な

ど
県
内
の
行
楽
地
に
は
、
首
都
圏
方
面

か
ら
の
観
光
客
が
毎
年
こ
の
時
期
紅
葉

を
も
と
め
押
し
寄
せ
る
が
、
渋
滞
を
少

し
で
も
避
け
よ
う
と
年
々
出
足
が
早

ま
っ
て
き
て
い
る
の
か
、
朝
の
六
時
前

後
に
は
行
楽
地
の
広
い
駐
車
場
は
ど
こ

も
ほ
ぼ
満
車
と
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
だ
。

　

皇
太
子
ご
夫
妻
が
よ
く
行
か
れ
る
那

須
沼
原
湿
原
、
今
は
一
面
の 
草 くさ 
紅
葉 
に

も
み
じ

包
ま
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　

（
Ｗ
）

　

秋
が
駆
け
足
で
通
り
過
ぎ
て
行
く
よ

う
だ
。
冷
夏
と
い
わ
れ
た
今
年
の
夏
は
、

そ
れ
で
も
暑
い
日
が
何
日
か
あ
っ
た
も

の
の
、
日
々
の
気
温
差
が
激
し
か
っ
た

の
で
涼
し
い
日
の
記
憶
が
多
く
残
っ
て

い
る
。

　

今
年
の
冷
夏
は
、
作
物
の
不
作
・
果

実
の
味
な
ど
に
も
影
響
し
た
よ
う
だ
が
、

私
た
ち
の
生
産
す
る
牛
乳
の
消
費
量
に

も
大
い
に
影
響
が
あ
っ
た
。
予
想
以
上

に
加
工
率
が
昨
年
よ
り
大
幅
に
増
え
る

結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

国
内
八
例
目
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
感
染
牛
が
十

月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
国
の
専
門
家
会
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『
△
△
の
秋
』
も
終
わ
り
に
近

づ
き
ま
し
た
。
皆
様
に
は
ど
ん

な
秋
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
今

回
は
読
書
に
つ
い
て
。
私
は
あ

ま
り
本
を
読
む
タ
イ
プ
で
は
な

い
の
で
す
が
、
活
字
を
読
む
機

会
と
し
て
は
、
漫
画
、
雑
誌
、

取
り
扱
い
説
明
書
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
新
聞
も
あ
ま
り
見
な

い
私
に
と
っ
て
は
、
情
報
源
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
な
り
ま
す
が
、

読
書
量
が
絶
対
的
に
不
足
し
て

い
る
た
め
、
こ
う
い
っ
た
文
書

を
書
く
と
き
に
表
現
力
不
足
に

お
ち
い
り
ま
す
。
少
な
い 
語  
彙 
ご 

い

を
全
力
投
球
し
た
結
果
が
こ
の

コ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◇●
 

事
情
に
よ
り
土
曜
日
午
後
出
勤

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
広
い
フ
ロ

ア
に
一
人
き
り
。
雲
の
間
か
ら

漏
れ
る
十
月
の
夕
日
が
哀
愁
漂

わ
せ
、
ハ
ン
デ
ィ
テ
ス
ト
の
電

子
音
が
甲
高
く
鳴
り
響
く
。

　

「
何
故
秋
は
寂
し
い
の
か
？
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

◇
木
の
葉
が
落
ち
る

◇
気
温
の
減
少

◇
日
照
時
間
の
減
少

◇
生
物
の
減
少
・
冬
眠

　

減
少
に
よ
る
喪
失
感
が
寂
し
さ

に
繋
が
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

『
奥
山
に　

紅
葉
ふ
み
わ
け　

鳴
く
鹿
の　

声
き
く
時
ぞ　

秋

は
悲
し
き
』

　

私
も
悲
し
き
。
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